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Tokyo Sum er Ins七ituもeofTheoreticaユPbysics という､ い

かめしい名前は ともか くとして､ 筆者自身一番強 く-感じた印象は何 といって

も有意義であっ.たというー 語につ きる｡それ tこ反 して予想外だっ たのは所謂

ゆ る若手層の参加者が少なかった ことで､ いささか残念に思ってい るQ色々

の問題 を乗越えて. ともか くも日本 でこの様な SuⅡmerSchool を始めて

られたこと云 うことは何 よりも OrganiZ;ingCoⅡmittee の方々の大 変な

勧苦労の末であったと思 うとその熱意 と勇気に対 して拍手を送 りたいO

この SummerSchool に.紘 .学会 とか研究会等 とは異なった特別な味があ

もことは､ 筆者 自身の感 じばか りでなく､ 出席者の何人 も否定 しない塵 と思

う0 5日間の大磯学校の成果は今直 ぐこれ を期待するよ_りも､ むしろ長い眼
●●

で見なければならないと思 う.将来 の日本の物理学会を背負って行 く責任 を

持つものは今度の出席者ばか りでな く､筈であるo 従って来年 も.叉次の年

も､出来 ることなら毎夏. この様な School を持てれ ばと希 う気特が大 きい｡'●

幾つかの小 さい批判や､大 きな反省は. それ らを全 て､ 来年 も Sunmer･Sch-

oolを持つ為の建設的な糧 としたいO短かい休み時間に話し合った_こ_と気の

ついた点を思いつ くまま下に列挙 しようO

① 5日間 という短い期間のせいか Iec七ureをつめ過 ぎていたき らいが_ない~

で もない｡栄養のある食物 は充分時間をか けて身体に吸収 しない と往々にし

て下蹄症状 を起 しかねない｡ 講師の持時間を今少 し長く且つ､休 み時間はせ

めて20分位はほしい占

㊤英語紅絹する限 りtノ､ンデイがあるのは否定 しないC だか らと云っ て予稿

集を作 るとかの手間や労力 をか ける必要があ るか どうか ? (幸や1不 幸か今度

の場合はなかったけれ ど)講義は口か ら出て耳か ら入れ る事にも. そ の意義

がある様 に思 うO

③大磯 アカデ ミ･ハ ウスにつ いてL部屋に多勢つめ込み過ぎ る車かl_食事の ･

量が少ない (値段に比 して) とかの不平は開かれたが､適 当な代番地を提唱
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